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水産動物 中の無機成分 に関す る研 究―III

九州西方海域 産水産動物の筋肉および

内臓中のカ ドミウム,亜 鉛,銅,鉛

および鉄の含有量について

野 崎 征 宜 ・宮 原 昭 二 郎

Studies on the Inorganic Components of Marine Animals-III 

 On the Contents of Cadmium, Zinc, Copper, Lead and Iron 

 in Muscle and Viscera of Marine Animals Captured in 

the West Sea Area of Kyushu.

Yukinori NOZAKI and Shojiro MIYAHARA

 We investigated the contents of cadmium(Cd), zinc(Zn), copper(Cu), lead(Pb) 
and iron(Fe) in muscle and viscera of marine animals captured in the West Sea 
Area of Kyushu. The results were as follows: 

 1. The contents of Cd, Zn, Cu, Pb and Fe in muscle of 31 species were 
<0.01 - 0.18 ppm, 2.23 - 15.89 ppm, 0.48 - 7.25 ppm, 0.10 - 0.96 ppm and 5.08 

 - 50.62 ppm respectively. 
 2. The contents of Cd, Zn, Cu, Pb and Fe in viscera of 10 species were 0.18 

- 0.39 ppm, 8.12 - 22.80 ppm, 0.79 - 4.69 ppm, 0.11- 1.12 ppm and 23.68 - 152.37 

ppm respctively.

前報1)で はナ トリウムおよびカリウムの含有量ならびにそれらの存在形態について報告したが,今 回は同 じ

く九州西方海域産水産動物の筋肉および内臓中のカ ドミウム(Cd),亜 鉛(Zn),銅(Cu),鉛(Pb)お よ

び鉄(Fe)の 含有量について分析 した結果を報告する。

実 験 方 法

試料および調製　試料は前報1)で 示 した魚類の他,さ らに4種 類の無脊椎動物 を用いた。

個体差を除くために,同 一試料5～6個 体の筋肉および内臓(腹 腔内全部)を それぞれ合わせてホモジナイ

ズし,被 検液を調製 した。

被検液の調製および分析に用いた装置は前報1)と 同 じであった。

測定方法Cd,Cuお よびPbは 山本 らの方法2)に 準 じて行なった。すなわち検液の一定量をビーカーにと

り,メ チルオレンジ2滴 を加えてオレンジ色になるまで濃アンモニァ水で中和 したのち,2M酢 酸-酢 酸ナ ト

リウム緩衝液(pH5.0)5mlを 加 え,pHを5.0に 調節 した。これに1%ジ ェチノレジチオカノレバミン酸ナ トリウ

ム溶液5認 を加え,さ らにpHを1Nア ンモニァ水または1N塩 酸 で5.0に 補 正した。これを分液ロー トにとり,

メチルイソブチルケトン10酩 を加えて5分 間振畳を行ない,静 置 したのち有機溶媒相を分離 した。分離 した有

機溶媒相に少量の無水硫酸ナ トリウムを加えて脱水し亀 原子吸光分析を行なった。同時に各金属の標準液に

ついて同様の処理を行ない,検 量線を求め,こ れより各金属の濃度を算出した。

Znは 溶媒抽出を行なわず被検液 を適宜稀釈して原子吸光分析を行ない4,5),Feは WOOTTON の比 色 法6)に よ
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Table　1．

野崎・宮原：水産動物中の無機成分一皿

Contents　of　cadmium，　zinc，　copper，　lead　and　iron

captured　in　the　West，　Sea　．Area　of　Kyushu．　．

in　muscle　of　marine　animals
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Table　2． Contents　of　cad，mium，　zinc，　copper，　lead　and　iron　in　viscera’of　marine　animals

captured　in　the　West　Sea　Area　of　Kyushu．　’
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3．69

O．35　15．31　4．69　O．11　53．68

り分析を行なった。

結果ならびに考察

　筋肉および内臓中の各金属の含有量をそれぞれTable　1およびTable　2に示す。

　筋肉中のCd含量は動物の種類によって差がみられ，メヒカリイカが最高値（0．18ppm）を示し，ついでス

ルメイカ（O・15ppm）であった。これに対してキダイやマガレイなどのいわゆる白身の魚類が最低値（O．Ol

ppm以下）を示したことは興味深いことである。また筋肉中のCd含量は内臓より低い値を示した。

　石崎ら7）や，田中ら5・8＞は水産動物の筋肉部および内臓中のCdおよびZn含：量について分析を行なった結

果，筋肉部は供試動物のいずれの種類についても内臓より低い値であること，一般にCdは漁場および種類に

かかわらず肝臓に多く集積する傾向のあること，頭足類は魚類に比べてCd含量が高いことなどを報告してい

るが・概して著者らの結果と一致している。なお，著者らの実験によると内臓中のCd含量は種類による大き

な差はみられなかった1有明海の重金属に関する調査報告4・9・10）による’と，貝類は非常に高いCd含量を示す

のに対し，魚類では痕跡的なCd含量を示し，著者らの魚類の分析結果と差異がみられないことは興味深いこ

とである。

　Znについては石崎ら7）も指摘しているように，一般に筋肉および内臓ともにその含有量には種類による差

が著しく，筋肉よりも内臓が高い値e示した。有明海の水産動物中にZnが多：量含まれていること4・9）は報告

されているが・著者らが実験に供したものと種類を全く異にするので，九州西方海域産水産動物のZn含量が

一般に有明海のものより少ないものであるかはなお検討を要する。

　CdとZnは化学的によく似た性質の元素であるために，自然界には混任することが多く，また生体内でも代

謝をともにすることなどが提唱されている7）が著者らの分析結果では両者間に一定の量的な関係は認められ

なかった。

　Cuは筋肉および内臓とも種間に含量差がみられなかったが，同一種の筋肉と内臓ではその差は明瞭でなか

った。ガザミ筋肉は最高値（7．25　ppm）を示したが，血色素ヘモシアニンに起因するものと考えられる。一般1こ

筋肉中のCu含量はCdと同様頭足類が魚類に比較して高い値を示した8・11）。また有明海産および九州西方海

域産魚類問に差異がみられなかったことは，鈴木ら12’13）の行なった魚類の年令ならびに棲息環境と筋肉のCu’
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含量 に関する研究と一致する。

水産動物中のPb含 量 は,田 中ら5)の報告によると1PPm以 下,BAETZら14)の によると魚類は1.64PPm(乾

物 当り),UTHEら15)は カナダ産の淡水魚は0.5ppm以 下 であったと報告 している。著者 らの測定結果では

筋肉は0.10～0.96ppm,内 臓 は0.11～1.12ppmで あ り,両 者間には顕著な差はみられなかった。

Feは 広 く生体内に分布 しているが,一 般にみられるように筋肉に比べて内臓中に多量に存在することが確

認 された。

これ らの分析は多種類にわたって行なったものであるが,水 産動物中の金属元素は季節 年令および棲息環

境などによって影響される12,13,16-20)と考 えられるので,以 上の実験結果はその限られた一部を明 らかにした

に過ぎない。

最後に試料の提供および分析機器の使用について種々の便宜を賜わった西海区水産研究所浜田七郎氏に深謝

の意を表する。

要 約

九 州 西 方 海 域 産 水 産 動 物 の筋 肉 お よび 内臓 中 のCd,Zn,Cu,Pbお よ びFeの 含 有 量 に つ い て 分 析 し,次 の

よ うな結 果 を得 た。

1.31種 類 の 筋 肉 中 の各 金 属 の 含 有 量 はCdO.18ppm以 下,Zn2.23～15.89ppm,CuO.48～7.25ppm,

PbO.10～0.96ppmお よ びFe5.08～50.62ppmで あ る こ とが認 め られ た 。

2.10種 類 の 内臓 中 の各 金 属 の含 有 量 はCdO.18～0.39ppm,Zn8.12～22.80ppm,CuO.79～4.69ppm,

PbO.11～1.12ppmお よびFe23.68～152.37ppmで あ る こ と が認 め られ た 。
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